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白居易茶詩にある文人茶のスタイルと中国の飲茶文化 

——邸宅での「一碗茶」から見えるもの—— 
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白
居
易
茶
詩
に
あ
る
文
人
茶
の
ス
タ
イ
ル
と
中
国
の
飲
茶
文
化 

—
—

邸
宅
で
の
「
一
碗
茶
」
か
ら
見
え
る
も
の—
—

 

馮 
 

 
 

艶 
  

は
じ
め
に 

 

茶
を
飲
む
行
為
は
、
そ
の
意
義
か
ら
見
て
、
下
位
か
ら
上
位
へ
三
つ
の
段
階
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
一
は
喉
の
渇
き
を
癒
し
、
健
康
に
良

い
も
の
を
体
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
は
茶
と
い
う
も
の
を
、
あ
る
い
は
飲
茶
と
い
う
行
為
自
体
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
る
。「
闘
茶
」

や
今
の
中
国
の
「
茶
芸
」
は
こ
れ
に
属
す
る
だ
ろ
う
。
三
は
飲
茶
の
思
想
性
、
つ
ま
り
飲
茶
の
社
会
的
な
意
義
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
中
唐
以
後
の
飲
茶
を
詠
う
茶
詩
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
飲
茶
は
仏
教
や
道
教
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お

り
、
文
人
た
ち
は
道
士
や
寺
の
僧
侶
と
の
交
遊
を
通
じ
て
、
飲
茶
の
も
つ
意
義
を
深
め
た
。 

茶
を
詠
う
詩
は
茶
詩
と
呼
ば
れ
て
研
究
さ
れ
て
お
り
、
初
唐
か
ら
晩
唐
ま
で
約
六
百
首
あ
ま
り
あ
る
。
個
々
の
詩
人
の
茶
詩
は
、
白
居
易

の
約
七
十
首
が
群
を
抜
い
て
お
り
、
皎
然
や
姚
合
、
貫
休
、
齊
己
の
十
首
か
ら
二
十
首
が
そ
れ
に
続
く
。 

白
居
易
の
茶
詩
は
数
が
多
い
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
も
茶
の
贈
答
を
通
し
て
友
情
を
詠
う
も
の
や
、
愛
飲
し
て
い
る
名
茶
を
詠
う
も
の
な

ど
様
々
で
、
友
人
を
呼
ん
で
茶
を
飲
む
場
面
や
交
遊
の
あ
る
僧
侶
を
茶
で
も
て
な
す
場
面
、
一
人
で
長
い
夏
の
昼
に
茶
を
飲
み
な
が
ら
過
ご

す
場
面
な
ど
、
飲
茶
の
風
景
も
豊
か
で
あ
る
。
飲
茶
は
道
教
の
色
合
い
を
帯
び
、
ま
た
禅
的
な
静
寂
も
持
っ
て
い
た
が
、
白
居
易
は
飲
茶
の

(
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世
界
を
新
し
い
舞
台
と
新
し
い
道
具
の
設
定
に
よ
っ
て
一
新
し
、
日
常
の
飲
茶
を
描
き
、
飲
茶
文
化
に
よ
り
膨
ら
み
の
あ
る
内
容
を
与
え
、

そ
の
裾
野
を
広
げ
た
。
本
稿
は
白
居
易
の
茶
詩
が
も
つ
特
徴
二
点
―
―
日
常
性
と
多
様
性
―
―
を
取
り
上
げ
て
論
を
進
め
る
。 

 

な
お
、
拙
稿
「
白
居
易
の
茶
詩
に
登
場
す
る
茶
と
酒
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
白
居
易
の
茶
詩
の
隠
逸
精
神
や
閑
適
要
素
を
指
摘
し
た
論
文
を

踏
ま
え
、
白
詩
を
に
お
け
る
飲
酒
と
飲
茶
の
結
合
表
現
を
主
材
料
と
し
て
、
白
居
易
の
茶
詩
の
日
常
性
と
多
様
性
を
論
じ
た
が
、
本
稿
は
そ

れ
を
さ
ら
に
他
の
茶
詩
表
現
に
も
広
げ
て
、
論
を
深
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
、
盧
仝
の
「
七
碗
茶
」
と
白
居
易
の
「
一
碗
茶
」 

 

（
１
）
「
茶
経
」
の
五
杯
茶 

 

白
居
易
が
生
ま
れ
た
年
（
七
七
二
）
よ
り
十
年
早
く
、
世
界
初
と
言
わ
れ
て
い
る
茶
の
聖
典
『
茶
経
』
が
陸
羽
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。

『
新
唐
書
』
巻
百
九
十
六
の
「
陸
羽
伝
」
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
。 

 

羽
嗜
茶
、
著
経
三
篇
、
言
茶
之
原
、
之
法
、
之
具
尤
備
。
天
下
益
知
飲
茶
也
。
時
鬻
茶
者
至
陶
羽
形
。
置
塲
突
閒
祀
為
茶
神
（
陸
羽
茶

を
嗜
む
、
経
三
篇
著
す
、
茶
之
原
、
茶
之
法
、
茶
之
具
を
言
ふ
尤
備
た
り
、
天
下
飲
茶
を
益
々
知
る
な
り
、
時
鬻
茶
者
陶
羽
形
を
至
す
、

塲
突
間
に
置
く
、
茶
神
な
る
を
祀
る
）。 

 当
時
は
陸
羽
の
名
前
が
広
く
知
ら
れ
、『
茶
経
』
も
飲
茶
の
指
南
役
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。『
茶
経
』
の
誕
生
は
茶
文

(

２) 
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化
を
確
立
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の
発
展
の
促
進
に
大
き
く
寄
与
し
た
。 

そ
し
て
、
茶
の
飲
み
方
に
つ
い
て
、
『
茶
経
』
の
「
五
之
煮
」
に
、「
凡
煮
水
一
升
、
酌
分
五
眼
、
乘
熱
連
飲
之
」
と
あ
り
、
ま
た
「
六
の

飲
」
に
も
、「
夫
珍
鮮
馥
烈
者
、
其
盌
數
三
、
次
之
者
、
盌
數
五
」
と
見
え
る
。『
茶
経
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
茶
は
ほ
と
ん
ど
茶
餅
を
炙
っ

て
、
そ
れ
か
ら
粉
に
な
る
よ
う
に
挽
い
て
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
飲
茶
方
法
が
す
べ
て
こ
の
よ
う
に
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
が
、

茶
を
愛
し
正
し
く
茶
を
飲
も
う
と
思
っ
て
い
る
人
達
は
『
茶
経
』
の
点
て
方
に
従
い
、
こ
の
飲
茶
方
法
を
実
行
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

 

（
２
）
皎
然
の
「
三
飲
」
と
盧
仝
の
「
七
碗
」 

 

陸
羽
と
密
接
な
交
遊
を
持
ち
、
陸
羽
の
茶
思
想
に
対
し
て
深
い
理
解
を
示
し
た
人
に
皎
然
が
い
る
。
陸
羽
が
呉
興
（
今
の
湖
州
）
に
居
住

す
る
時
、
皎
然
は
「
訪
陸
羽
処
士
不
遇
」（『
全
唐
詩
』
巻
八
一
六
）
や
「
九
日
與
陸
処
士
羽
飲
茶
」（『
全
』
八
一
七
）
な
ど
の
詩
を
作
っ
た
。

茶
を
飲
む
時
、
ど
う
い
う
状
況
で
飲
ん
で
い
た
か
が
わ
か
る
詩
は
次
の
「
飲
茶
歌
誚
崔
石
使
君
（
茶
を
飲
む
歌 

崔
石
使
君
を
か
ら
か
う
）
」

（『
全
』
八
二
一
）
で
あ
る
。
全
文
引
用
す
る
。 

 

越
人
遺
我
剡
溪
茗 

 

越
人
我
に
剡
溪
の
茗
を
遺
る 

采
得
金
芽
爨
金
鼎 

 

金
芽
を
采
り
得
て
金
鼎
に
爨や

く
（
ま
た
は
「
爨さ

ん

す
」） 

素
瓷
雪
色
縹
沫
香 

 

素
瓷
雪
色 

縹
沫
香
り 

何
似
諸
仙
瓊
蕊
漿 

 

何
ぞ
似
た
る 

諸
仙
瓊
蕊
の
漿
に 

一
飲
滌
昏
寐 

 
 
 

一
飲 

昏
寐
を
滌あ

ら

い 
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情
來
朗
爽
滿
天
地 

 

情
来
た
り
て
朗
爽 

天
地
に
満
つ 

再
飲
清
我
神 

 
 
 

再
飲 

我
が
神
を
清
む 

忽
如
飛
雨
灑
輕
塵 

 

忽
ち
に
し
て
飛
雨
の
軽
塵
に
灑そ

そ

ぐ
が
如
し 

三
飲
便
得
道 

 
 
 

三
飲 

便
ち
道
を
得う 

何
須
苦
心
破
煩
惱 

 

何
ぞ
須
い
ん
苦
心
し
て
煩
惱
を
破
る
を 

此
物
清
高
世
莫
知 

 

此
の
物 

清
高 

世
知
る
莫
し 

世
人
飲
酒
多
自
欺 

 
世
人 

飲
酒
す
る
に 

多
く
自
ら
欺
く 

愁
看
畢
卓
甕
間
夜 

 

愁
い
て
看
る 

畢
卓
甕
間
の
夜 

笑
向
陶
潛
籬
下
時 

 

笑
い
て
向
か
う 

陶
潛
籬
下
の
時 

崔
侯
啜
之
意
不
已 

 

崔
侯 

之
れ
を
啜
り
て 

意
已
ま
ず 

狂
歌
一
曲
驚
人
耳 

 

狂
歌 

一
曲 

人
の
耳
を
驚
か
す 

孰
知
茶
道
全
爾
真 

 

孰
か
知
ら
ん 

茶
道 
全
爾
に
真
な
る
を 

惟
有
丹
丘
得
如
此 

 

惟
だ
丹
丘
有
る
の
み 

此
く
の
如
き
を
得 

 

越
の
人
が
剡
渓
の
名
茶
を
賜
っ
て
く
れ
、
貴
重
な
新
芽
を
摘
ん
で
黄
金
色
の
釜
で
煎
じ
る
。
雪
の
よ
う
に
白
い
磁
器
に
淡
青
色

の
泡
が
香
り
、
な
ん
と
仙
人
が
飲
ん
で
い
る
仙
露
に
似
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

一
杯
飲
め
ば
眠
気
を
飛
ば
し
、
爽
や
か
な
気
分
が
天
地
に
満
ち
る
。
二
杯
目
は
心
を
洗
い
、
忽
ち
雨
が
塵
埃
を
洗
い
落
す
よ
う

だ
。
三
杯
飲
め
ば
道
を
会
得
し
、
苦
心
し
て
俗
世
の
煩
悩
を
忘
れ
よ
う
と
し
な
く
て
も
よ
く
な
る
。 
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茶
の
気
高
さ
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
世
の
人
々
は
酒
を
飲
ん
で
自
分
を
欺
い
て
ば
か
り
い
る
。
畢
卓
が
夜
に
酒
甕
の
間
い
っ
た
こ

と
を
憂
わ
し
く
思
い
、
陶
潜
が
庭
先
で
空
し
く
過
ご
す
の
を
笑
う
。
崔
さ
ん
は
茶
を
飲
ん
だ
だ
け
で
は
気
が
済
ま
ず
、
高
ら
か
に
一

曲
を
歌
い
、
人
々
を
驚
か
し
た
。
誰
が
茶
の
道
が
す
べ
て
真
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
た
だ
丹
丘
の
仙
人
だ
け
が
そ

れ
を
理
解
し
て
い
る
。 

 

こ
の
詩
は
ま
ず
茶
の
色
や
味
、
香
り
が
具
体
的
に
描
か
れ
、
そ
の
美
が
文
学
的
に
詠
わ
れ
て
い
る
。
文
中
に
あ
る
「
金
芽
」
や
「
金
鼎
」

は
「
金
」
を
重
ね
て
使
い
、
新
茶
の
き
れ
い
な
色
と
と
も
に
貴
重
さ
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
茶
を
「
瓊
蕊
漿
」
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。

「
瓊
蕊
」
は
伝
説
の
瓊
樹
の
花
の
蕊
で
、『
漢
書
』
巻
五
七
下
「
司
馬
相
如
伝
」
下
に
引
く
「
大
人
賦
」
の
中
に
「
芝
英
を
咀
噍
し
、
瓊
華
を

嘰く
ら

う
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
魏
の
張
揖
の
注
釈
に
は
「
瓊
樹
は
昆
侖
の
西
流
沙
濱
に
生
え
、
大
な
る
こ
と
三
百
囲
、
高
さ
万
仞
。
華
は
蕊
な

り
。
之
れ
を
食
ら
え
ば
長
生
す
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
喩
え
は
茶
が
仙
界
の
玉
露
に
匹
敵
す
る
と
い
う
作
者
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。 

次
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
「
一
飲
」
、「
再
飲
」
、「
三
飲
」
の
排
列
で
あ
る
。
こ
れ
は
喫
茶
の
境
地
の
深
ま
り
を
、
茶
の
杯
数
で
わ
か
り
や

す
く
示
し
て
い
る
。
一
杯
目
は
眠
さ
を
追
い
払
う
。
こ
れ
は
生
理
的
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
二
杯
目
は
鬱
と
し
た
気
分
を
消
え
さ
せ
、
心
が
爽

や
か
に
な
る
。
こ
れ
は
精
神
的
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
三
杯
目
は
道
を
得
て
、
生
き
る
煩
悩
を
す
べ
て
な
く
し
、
俗
世
を
超
越
す
る
境
地
に
到

達
す
る
。
こ
れ
は
哲
学
的
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
。 

『
茶
経
』
の
規
範
と
し
て
い
る
飲
み
方
は
、
一
回
湯
を
沸
か
せ
ば
、
三
杯
か
五
杯
の
茶
が
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
を
数
人
或
い
は
一
人
で
飲
む
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
皎
然
の
詩
中
の
「
一
飲
」、「
再
飲
」
、「
三
飲
」
は
お
そ
ら
く
は
詩
人
が
一
人
で
飲
ん
で
い
る
状
況
で
あ
ろ
う
。
飲
む

杯
数
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
、
身
体
が
軽
く
な
り
、
俗
世
を
超
越
す
る
境
地
ま
で
に
達
し
た
。 

皎
然
と
同
じ
よ
う
様
に
茶
の
杯
数
を
重
ね
る
飲
み
方
を
詠
う
詩
人
が
い
る
。
同
時
代
の
盧
仝
で
あ
る
。
彼
の
「
走
筆
謝
孟
諫
議
寄
新
茶
（
筆
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を
走
ら
せ
て
諫
議
大
夫
孟
殿
が
新
茶
を
届
け
て
く
れ
た
の
に
感
謝
す
る
）」（『
全
』
三
八
八
）
は
、
茶
の
一
杯
目
か
ら
七
杯
目
ま
で
の
飲
み
方

が
描
写
さ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
長
い
詩
な
の
で
、
当
該
部
分
の
み
挙
げ
る
。 

 

柴
門
反
關
無
俗
客
、
紗
帽
籠
頭
自
煎
喫 

 

柴
門
反
っ
て
關
し
て
俗
客
な
し
、
紗
帽 

籠
頭 

自
ら
煎
吃
す 

（
中
略
） 

一
碗
喉
吻
潤
、
兩
碗
破
孤
悶 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
碗
喉
吻
う
る
お
う
、
兩
碗
孤
悶
を
破
す 

三
碗
搜
枯
腸
、
唯
有
文
字
五
千
卷 

 
 
 
 
 
 

三
碗
枯
腸
を
さ
ぐ
る
、
唯
だ
有
り
文
字
五
千
卷 

四
碗
發
輕
汗
、
平
生
不
平
事
、
盡
向
毛
孔
散 
 
 

四
碗
輕
汗
を
發
す
、
平
生 

平
事
な
ら
ず
、
盡
々
く
毛
孔
に
向
か
っ
て
散
る 

五
碗
肌
骨
清
、
六
碗
通
仙
靈 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
碗
肌
骨
清
し
、
六
碗
仙
靈
に
通
ず 

七
碗
吃
不
得
也
、
唯
覺
兩
腋
習
習
清
風
生 

 
 
 

七
碗
吃
す
る
を
得
ざ
る
な
り
、
唯
だ
覺
ゆ 

兩
腋 

習
習
と
し
て
清
風
生
ず
る
を 

蓬
萊
山
、
在
何
處
。
玉
川
子
、
乘
此
清
風
欲
歸
去 

蓬
莱
山
、
何
処
に
か
在
る
。
玉
川
子 

此
の
清
風
に
乘
じ
て
歸
り
去
か
ん
と
欲
す 

（
後
略
） 

 

柴
の
扉
を
閉
め
れ
ば
、
俗
人
の
客
は
来
な
い
。
紗
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
一
人
で
茶
を
煎
じ
て
飲
む
こ
と
に
す
る
…
…
一
杯
目
は
口

や
喉
を
潤
し
、
二
杯
目
は
悶
々
と
し
た
気
持
ち
を
追
い
払
う
。 

三
杯
目
は
瘦
せ
枯
れ
た
腸
に
入
り
余
計
な
も
の
を
削
り
落
し
、
た
だ
五
千
巻
の
文
章
が
残
さ
れ
る
。
四
杯
目
は
軽
く
汗
を
催
し
、

普
段
の
鬱
憤
は
毛
孔
か
ら
発
散
し
た
。
五
杯
目
は
体
の
隅
々
ま
で
清
め
、
六
杯
目
は
仙
人
の
境
界
に
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

七
杯
目
は
も
う
飲
ん
で
は
い
け
な
い
、
両
腋
の
下
か
ら
涼
し
い
風
が
吹
き
上
が
る
の
を
感
じ
た
。
仙
山
の
蓬
莱
は
、
何
処
に
あ
る
。
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こ
の
玉
川
子
は
清
ら
か
な
風
に
乗
り
、
そ
こ
に
帰
っ
て
し
ま
い
た
い
。 

 一
杯
目
か
ら
七
杯
目
ま
で
を
排
列
す
る
書
き
方
は
皎
然
の
「
一
飲
」「
再
飲
」「
三
飲
」
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
杯
目
か
ら
五

杯
目
ま
で
の
茶
は
身
体
を
軽
く
し
、
胸
の
塞
ぎ
を
取
り
除
い
た
。
そ
し
て
六
杯
目
と
七
杯
目
を
飲
む
と
仙
人
の
境
地
に
達
し
、
両
腋
の
下
か

ら
清
風
が
吹
き
、
蓬
莱
の
仙
山
に
飛
ん
で
行
き
そ
う
な
感
覚
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
詩
は
後
世
の
茶
詩
の
中
で
、「
七
碗
茶
」
や
「
両
腋
清
風
」

な
ど
の
表
現
が
た
び
た
び
借
り
ら
れ
る
も
と
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
李
彌
遜
の
「
復
用
前
韻
（
ま
た
前
の
詩
の
韻
を
使
う
）
」（『
全
宋
詩
』

巻
一
七
一
五
）
の
中
で
「
睡
起
茶
甌
風
兩
腋
、
功
名
何
啻
等
浮
雲
（
寝
起
き
で
茶
を
飲
め
ば
腋
か
ら
清
風
を
吹
き
始
め
、
功
名
な
ど
は
浮
雲

の
よ
う
に
軽
く
な
ん
と
も
思
わ
な
く
な
っ
た
）」
ま
た
梅
堯
臣
の
「
嘗
茶
和
公
儀
（
茶
を
味
わ
い
て
公
儀
に
和
す
）」（『
全
宋
詩
』
巻
二
五
八
）

は
「
莫
夸
李
白
仙
人
掌
、
且
作
盧
仝
走
筆
章
。
亦
欲
清
風
生
兩
腋
、
從
教
吹
去
月
輪
傍
（
李
白
の
仙
人
掌
の
茶
を
自
慢
し
な
い
で
、
と
り
あ

え
ず
盧
仝
の
よ
う
に
飲
茶
の
詩
を
作
ろ
う
。
両
腋
の
下
か
ら
涼
し
い
風
吹
い
て
ほ
し
い
よ
、
風
に
月
ま
で
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
）」
な

ど
が
あ
る
。
李
白
の
「
山
中
與
幽
人
對
酌
」
に 
（
両
人
対
酌
し
て
山
花
開
く
、
一
杯
一
杯
復
た
一
杯
）
と
詠
い
、
酒
を
重
ね
て
酔
っ
て
い
く

が
、
皎
然
や
盧
仝
の
場
合
は
一
気
に
何
杯
も
の
茶
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
の
世
界
を
超
越
し
、
俗
世
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
快
感
を

求
め
て
い
た
。 

以
上
の
皎
然
と
盧
仝
の
詩
の
特
徴
は
茶
杯
の
数
を
示
し
て
、
そ
れ
に
応
じ
た
効
果
を
描
い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
杯
か
ら
三
杯
ま
で
、
或
は

一
杯
か
ら
七
杯
ま
で
杯
数
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
茶
の
も
つ
仙
薬
の
イ
メ
ー
ジ
、
或
は
脱
俗
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
る
精
神
的
な
飛
躍
を

遂
げ
た
。
茶
は
終
始
主
役
を
務
め
、
飲
茶
か
ら
得
た
主
観
的
な
感
覚
と
想
像
を
描
い
た
の
で
あ
る
。 
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（
３
）
白
居
易
の
「
一
碗
茶
」 

 
白
居
易
の
約
七
十
首
の
茶
詩
で
、「
茶
」
字
の
前
に
数
量
詞
の
あ
る
も
の
は
十
五
首
あ
る
。
使
わ
れ
る
量
詞
は
「
碗
」、「
甌
」
、「
盞
」
が
あ

り
、
数
詞
は
「
一
」、「
両
」
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。「
一
」
と
「
両
」
は
少
な
さ
を
表
し
、
現
代
中
国
語
の
中
で
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、

「
両
」
も
「
一
」
の
意
味
と
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
白
居
易
の
茶
詩
の
数
詞
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
一
」「
両
」
で

あ
る
こ
と
は
、
実
は
彼
の
茶
詩
の
特
徴
を
端
的
に
体
現
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
十
五
首
を
簡
単
に
分
類
し
て
考
察
す
る
。 

 

（
一
）
読
書
・
詩
作
と
並
列
し
て
描
く
「
一
碗
茶
」。
全
部
で
五
首
あ
る
。
対
句
の
み
抜
粋
す
る
。 

① 

或
飲
一
甌
茗
、
或
吟
兩
句
詩
。（
或
は
一
甌
の
茗
を
飲
み
、
或
は
両
句
の
詩
を
吟
ず
）「
首
夏
病
間
」〔
〇
三
二
八
〕 

② 

或
吟
詩
一
章
、
或
飲
茶
一
甌
。（
或
は
詩
の
一
章
を
吟
じ
、
或
は
茶
の
一
甌
を
飲
む
）「
詠
意
」〔
〇
二
九
八
〕 

③ 

或
飲
茶
一
盞
、
或
吟
詩
一
章
。（
或
は
茶
の
一
盞
を
飲
み
、
或
は
詩
の
一
章
を
吟
ず
）「
偶
作
二
首
」〔
二
二
八
三
〕 

④ 

起
嘗
一
甌
茗
、
行
讀
一
卷
書
。（
起
き
て
は
一
甌
の
茗
を
嘗
め
、
行
い
て
は
一
巻
の
書
を
讀
む
）「
官
舎
」〔
〇
三
六
三
〕 

⑤ 

夜
茶
一
兩
杓
、
秋
吟
三
數
聲
。（
夜
茶
一
両
杓
、
秋
吟
三
數
聲
）「
立
秋
夕
有
懐
夢
得
」〔
二
九
六
五
〕 

 

「
或
…
…
或
…
…
」
と
い
う
句
作
り
は
三
例
あ
る
。
読
書
・
詩
作
と
飲
茶
が
並
列
さ
れ
、
同
時
進
行
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
一
方
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
飲
茶
も
読
書
・
詩
作
も
同
じ
よ
う
様
に
あ
る
程
度
の
時
間
を
か
け
て
い
る
。
飲
ん
だ
茶
は
一
杯
の
み
で
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
読
書
・
詩
作
と
飲
茶
の
環
境
を
「
官
舎
」
〔
〇
三
六
三
〕
を
通
し
て
も
う
少
し
詳
し
く
覗
い
て
み
よ
う
。 

 

(

３)
 

(

４) 
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高
樹
換
新
葉
、
陰
陰
覆
地
隅 

 

高
樹
新
葉
を
換
え
、
陰
陰
と
し
て
地
隅
を
覆
ふ 

何
言
太
守
宅
、
有
似
幽
人
居 

 

何
ぞ
太
守
の
宅
と
言
は
ん
、
幽
人
の
居
に
似
た
る
あ
り 

太
守
臥
其
下
、
閑
慵
兩
有
余 

 

太
守
其
の
下
に
臥
し
、
閑
慵
両
な
が
ら
余
り
あ
り 

起
嘗
一
甌
茗
、
行
讀
一
卷
書 

 

起
き
て
は
一
甌
の
茗
を
嘗
め
、
行
い
て
は
一
巻
の
書
を
讀
む 

早
梅
結
青
實
、
殘
櫻
落
紅
珠 

 

早
梅
青
實
を
結
び
、
残
櫻
紅
珠
を
落
と
す 

稚
女
弄
庭
果
、
嬉
戲
牽
人
裾 

 

稚
女
庭
果
を
弄
し
、
嬉
戯
し
て
人
の
裾
を
牽
く 

是
日
晚
彌
靜
、
巢
禽
下
相
呼 

 

是
日
晩
れ
て
彌
彌
静
な
り
、
巣
禽
下
り
相
呼
ぶ 

噴
嘖
護
兒
鵲
、
啞
啞
母
子
鳥 

 

嘖
嘖
た
り
護
児
の
鵲
、
唖
唖
た
り
母
子
の
烏 

豈
唯
雲
鳥
爾
、
吾
亦
引
吾
雛 

 
豈
唯
鳥
の
み
と
云
は
ん
や
、
吾
亦
吾
が
雛
を
引
く 

 

高
い
木
の
葉
は
新
緑
に
な
り
、
鬱
々
と
し
て
庭
の
一
隅
を
陰
で
覆
う
。
太
守
の
邸
宅
と
い
う
よ
り
も
、
隠
者
の
住
ま
い
に
似
つ
か

わ
し
い
も
の
が
あ
る
。
太
守
は
木
の
下
で
横
た
わ
り
、
暇
を
持
っ
て
余
り
、
く
つ
ろ
い
で
い
る
。
起
き
て
茶
を
一
杯
飲
み
、
行
い
と

し
て
一
巻
の
書
物
を
読
む
。 

早
い
梅
は
青
い
実
を
結
び
、
木
に
残
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
の
赤
い
珠
は
庭
に
落
ち
て
い
る
。
幼
い
娘
は
庭
の
木
の
実
で
遊
び
、
大
人

と
戯
れ
て
服
の
裾
を
引
っ
張
る
。 

こ
の
よ
う
な
日
は
夕
方
に
な
る
と
一
層
静
か
に
な
り
、
巣
に
い
る
鳥
は
下
に
い
る
仲
間
を
呼
ぶ
。
サ
ク
サ
ク
と
鳴
く
の
は
子
を
護

る
カ
サ
サ
ギ
の
親
鳥
、
ア
ア
と
鳴
く
の
は
カ
ラ
ス
の
母
子
。
そ
れ
は
空
を
飛
ん
で
い
る
鳥
だ
け
で
は
な
く
、
わ
た
し
も
小
さ
い
子
供

を
引
い
て
い
る
。 

(

５) 
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官
舎
の
庭
に
、
青
々
と
茂
っ
て
い
る
木
、
庭
に
地
面
に
落
ち
て
い
る
赤
い
木
の
実
が
あ
る
。
そ
れ
に
鳥
の
さ
え
ず
り
も
幼
い
子
ど
も
の
笑

い
声
も
あ
る
。「
幽
人
居
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
場
所
に
詩
人
が
く
つ
ろ
い
で
い
る
。
そ
こ
で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
読
書
と
飲
茶

な
の
で
あ
る
。 

読
書
は
目
的
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
お
気
に
入
り
の
一
冊
を
選
び
、
楽
し
ん
で
い
る
。「
窮
則
独
善
其
身
」
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
読
書

は
自
分
の
修
養
に
努
め
る
こ
と
で
あ
り
、
常
に
毎
日
行
う
行
為
で
あ
る
。
そ
し
て
、
並
列
し
て
描
か
れ
て
い
る
飲
茶
は
や
は
り
読
書
と
同
じ

よ
う
様
に
日
課
と
も
言
え
る
日
常
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
飲
茶
は
煩
雑
な
手
順
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
気
軽
に
一
杯
だ
け
飲
む
状
況
で

は
な
か
っ
た
。
茶
餅
を
炙
り
、
挽
く
。
釜
を
設
置
し
て
水
を
汲
む
。
沸
か
し
た
後
や
っ
と
茶
が
出
来
上
が
る
。『
茶
経
』
の
指
南
に
あ
る
よ
う

に
三
杯
か
五
杯
を
温
か
い
う
ち
に
一
気
に
飲
ん
で
し
ま
う
必
要
も
あ
る
が
、
白
居
易
は
敢
え
て
「
或
飲
茶
一
盞
」、
つ
ま
り
「
一
碗
茶
」
を
飲

む
と
い
う
表
現
を
使
い
、
飲
茶
の
詳
し
い
過
程
を
ぼ
や
か
し
て
い
る
。
皎
然
や
盧
仝
が
杯
数
を
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
精
神
的
に
陶
酔
す
る

境
地
や
現
実
を
超
越
で
き
る
世
界
を
求
め
て
い
る
が
、
白
居
易
は
違
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
飲
茶
の
仏
教
的
道
教
的
な
脱
俗
の
イ
メ
ー
ジ
に

よ
っ
て
、
白
居
易
の
飲
茶
も
現
実
の
社
会
と
の
完
全
な
対
峙
を
避
け
な
が
ら
も
茶
の
清
ら
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
、
自
分
の
価
値
観
を
守
ろ

う
と
し
て
い
る
。 

（
二
）
に
つ
い
て
は
三
つ
の
状
況
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
睡
眠
、
酒
、
食
事
と
対
に
し
て
描
く
「
一
碗
茶
」

で
あ
る
。
以
下
、
対
句
の
み
を
抜
粋
す
る
。 

 

① 

食
罷
一
覺
睡
、
起
來
兩
甌
茶
。（
食
罷
ん
で
一
た
び
睡
よ
り
覚
め
、
起
き
来
れ
ば
両
甌
の
茶
あ
り
）「
食
後
」〔
〇
三
二
一
〕 

② 

春
風
小
榼
三
升
酒
、
寒
食
深
爐
一
碗
茶
。（
春
風
小
榼
三
升
の
酒
、
寒
食
深
爐
一
碗
の
茶
）「
自
題
新
居
止
因
招
楊
郎
中
小
飲
」〔
二
六

四
九
〕 
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③ 

游
罷
睡
一
覺
、
覺
來
茶
一
甌
。（
游
罷
ん
で
一
た
び
睡
よ
り
覚
め
、
覚
め
て
来
れ
ば
一
甌
の
茶
）「
何
處
堪
避
暑
」〔
三
〇
三
六
〕 

④ 
桃
根
知
酒
渴
、
晚
送
一
甌
茶
。（
桃
根
酒
渇
を
知
り
、
晩
に
送
る
一
甌
の
茶
）「
營
閑
事
」
〔
三
一
一
六
〕 

⑤ 

藥
銷
日
晏
三
匙
飯
、
酒
渴
春
深
一
碗
茶
。（
藥
銷
し
日
は
晏
け
ぬ
三
匙
の
飯
、
酒
渇
し
春
深
し
一
碗
の
茶
）「
早
服
雲
母
散
」
〔
三
一
三

〇
〕 

⑥ 

醉
對
數
叢
紅
芍
藥
、
渴
嘗
一
碗
綠
昌
明
。（
酔
う
て
は
數
叢
の
紅
芍
薬
に
対
し
、
渇
し
て
は
一
盌
の
緑
昌
明
を
嘗
む
）「
春
盡
日
」〔
三

五
八
一
〕 

⑦ 

盡
日
一
餐
茶
兩
碗
、
更
無
所
要
到
明
朝
。（
盡
日
一
餐
茶
兩
碗
、
更
に
要
む
る
所
な
く
し
て
明
朝
に
到
る
）「
閑
眠
」〔
三
六
三
五
〕 

⑧ 

命
師
相
伴
食
、
齋
罷
一
甌
茶
。（
師
に
命
じ
て
相
伴
食
せ
し
め
、
齋
し
罷
め
て
一
甌
の
茶
）「
招
韜
光
禪
師
」〔
三
七
〇
八
〕 

 

ま
ず
、
寝
起
き
の
飲
茶
か
ら
み
て
み
よ
う
。
①
の
「
食
罷
一
覺
睡
、
起
來
兩
甌
茶
。」
、
③
の
「
游
罷
睡
一
覺
、
覺
來
茶
一
甌
。
」
の
二
例
に

は
共
通
点
が
あ
り
、
そ
れ
は
睡
眠
の
数
量
詞
で
あ
る
。
埋
田
重
夫
氏
は
白
居
易
と
睡
眠
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。 

 

安
眠
は
白
氏
の
閑
適
世
界
を
成
立
さ
せ
る
基
本
的
中
心
営
為
と
し
て
、
何
度
も
何
度
も
叙
述
さ
れ
て
い
る
。「
眠
」
を
中
心
に
し
て
、「
食
」、

「
酒
」、「
茶
」、「
蓮
」
、「
鶴
」
、「
談
笑
」、「
散
歩
」、
「
觀
花
」
、「
泛
舟
」
…
…
と
い
っ
た
個
々
の
価
値
が
同
心
圓
状
に
拡
が
っ
て
、
豊

か
な
精
神
世
界
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
い
ち
ば
ん
実
態
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

「
食
罷
一
覺
睡
」
と
「
游
罷
睡
一
覺
」
の
数
量
詞
「
一
覺
」
は
睡
眠
の
始
ま
り
と
終
わ
り
を
は
っ
き
り
意
識
す
る
言
葉
で
あ
り
、
睡
眠
の
質

の
良
さ
を
強
調
す
る
。
睡
眠
の
質
の
良
さ
が
茶
の
味
を
一
層
美
味
し
く
感
じ
さ
せ
る
。
よ
く
眠
っ
た
あ
と
の
「
兩
甌
茶
」
と
「
茶
一
甌
」
の

(

６) 
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美
味
し
さ
が
想
像
で
き
る
。
白
居
易
に
と
っ
て
睡
眠
の
幸
福
の
延
長
線
上
に
茶
が
あ
り
、
茶
の
存
在
は
そ
の
幸
福
感
を
さ
ら
に
深
め
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
寝
起
き
の
飲
茶
か
ら
得
ら
れ
る
生
理
的
な
満
足
感
は
普
遍
的
で
あ
り
、
他
人
か
ら
も
共
感
さ
れ
や
す
い
。
寝
起
き
の
「
一

碗
茶
」
は
茶
の
味
よ
り
も
、
茶
を
飲
ん
だ
あ
と
身
体
の
隅
々
ま
で
快
適
な
感
覚
に
潤
わ
さ
れ
た
精
神
状
態
を
一
番
伝
え
た
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。 

次
に
、
酒
の
酔
い
を
醒
ま
す
茶
と
酒
後
の
喉
の
渇
き
を
癒
す
「
一
碗
茶
」
に
つ
い
て
。
酒
と
茶
を
飲
む
時
の
情
景
を
描
く
「
春
盡
日
（
春

の
終
わ
る
日
に
）」〔
三
五
八
一
〕
を
挙
げ
る
。 

 

芳
景
銷
殘
暑
氣
生 

 

芳
景
孝
殘
し
て
暑
気
生
ず 

感
時
思
事
坐
含
情 

 

時
に
感
じ
事
を
思
ひ
坐
し
て
情
を
含
む 

無
人
開
口
共
誰
語 

 

人
な
し
口
を
開
い
て
誰
と
共
に
か
語
ら
ん 

有
酒
回
頭
還
自
傾 

 

酒
あ
り
頭
を
回
ら
し
て
還
た
自
ら
傾
く 

醉
對
數
叢
紅
芍
藥 

 

酔
う
て
は
数
叢
の
紅
芍
薬
に
対
し 

渴
嘗
一
盌
綠
昌
明 
 

渇
し
て
は
一
盌
の
緑
昌
明
を
嘗
む 

春
歸
似
遣
鶯
留
語 

 

春
帰
り
て
鶯
を
し
て
語
を
留
め
し
む
る
に 

好
住
林
園
三
兩
聲 

 

好
く
林
圃
に
住
す
る
こ
と
三
両
聲 

 

春
の
景
色
は
少
し
ず
つ
消
え
、
初
夏
の
暑
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
春
の
季
節
や
風
を
喜
ん
だ
り
、
悲
し
ん
だ
り
気
持
ち
は

た
だ
の
む
な
し
さ
に
変
わ
っ
た
。
こ
こ
は
喋
る
相
手
も
な
く
、
誰
と
語
り
合
お
う
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
、
酒
が
あ
る
か
ら
振
り
返
っ
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て
自
ら
酌
で
も
う
。 

酔
い
な
が
ら
目
の
前
の
数
株
の
紅
の
芍
薬
を
眺
め
、
喉
が
渇
く
と
一
杯
の
緑
昌
明
を
賞
味
す
る
。
春
は
帰
っ
て
い
っ
た
が
鶯
に
伝

言
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
、「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
と
二
三
回
度
鳴
声
が
聴
こ
え
て
く
る
。 

 

季
節
は
晩
春
か
ら
初
夏
へ
と
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
深
紅
の
芍
薬
を
め
で
る
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
酒
を
飲
む
、
鶯
の
鳴
声
に
時
々

耳
を
傾
け
る
、
大
好
き
な
蜀
茶
の
緑
昌
明
を
飲
む
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
時
間
、
静
か
な
環
境
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
一
碗
」
の
茶
を

楽
し
む
た
め
の
舞
台
と
な
る
。
ほ
ろ
酔
い
し
な
が
ら
芍
薬
を
観
賞
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
酒
を
何
杯
も
飲
ん
だ
後
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、

「
渴
嘗
一
碗
綠
昌
明
」
と
は
、
酒
の
杯
を
重
ね
て
も
茶
は
一
杯
目
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
一
番
美
味
し
く
感
じ
る
一
杯
目
で
あ
る
。
ほ
ろ
酔

い
状
態
で
頂
く
茶
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
使
用
人
が
煎
じ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、「
桃

根
（
侍
女
の
名
）
酒
渴
を
知
り
、
晚
に
送
る
一
甌
の
茶
」（
「
營
閑
事
」
〔
三
一
一
六
〕）
が
好
例
と
な
る
。
ま
た
、「
池
上
逐
涼
二
首
」〔
三
二

六
五
〕
に
、「
棹
は
禿
頭
の
奴
子
を
し
て
撥
せ
し
め
、
茶
は
繊
手
の
侍
児
を
し
て
煎
せ
し
む
」
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
茶
を
煎
じ
て
も
ら
う
時

は
、
自
分
で
煎
じ
る
過
程
を
楽
し
む
時
よ
り
も
一
杯
目
の
茶
の
美
味
し
さ
が
身
体
中
に
沁
み
わ
た
っ
て
い
く
感
触
を
強
く
、
ス
ト
レ
ー
ト
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
茶
は
三
杯
か
五
杯
で
は
な
く
、
一
杯
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。 

最
後
に
、
茶
の
数
量
詞
数
が
一
、
二
以
外
の
例
に
つ
い
て
。
次
の
「
山
路
偶
興
（
山
道
を
歩
く
時
感
じ
た
こ
と
）」〔
〇
三
五
一
〕
で
は
「
数

甌
」
が
使
わ
れ
て
お
り
、
白
居
易
の
詩
の
中
で
た
だ
一
つ
の
例
外
で
あ
る
。 

 

筋
力
未
全
衰
、
僕
馬
不
至
弱 

 
 

筋
力
未
だ
全
く
衰
へ
ず
、
僕
馬
至
つ
て
弱
か
ら
ず
。 

又
多
山
水
趣
、
心
賞
非
寂
寞 

 

又
多
山
水
の
趣
多
く
、
心
賞
寂
寞
に
非
ず
。 
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捫
蘿
上
煙
嶺
、
踏
石
穿
雲
壑 

 

蘿
を
捫
つ
て
煙
嶺
に
上
が
り
、
石
を
蹋
ん
で
雲
壑
を
穿
つ
。 

谷
鳥
晚
仍
啼
、
洞
花
秋
不
落 

 

谷
鳥
晩
に
仍
は
啼
き
、
洞
花
秋
に
も
落
ち
ず
。 

提
籠
復
携
榼
、
遇
勝
時
停
泊 

 

籠
を
提
げ
復
た
榼
を
携
え
、
勝
に
遇
う
て
時
に
停
泊
す
。 

泉
憩
茶
數
甌
、
嵐
行
酒
一
酌 

 

泉
に
憩
ふ
茶
数
甌
、
嵐
に
行
く
酒
一
酌
。 

獨
吟
還
獨
嘯
、
此
興
殊
未
惡 

 

獨
り
吟
じ
還
獨
り
嘯
、
此
興
殊
に
未
だ
悪
し
か
ら
ず
。 

假
便
在
城
時
、
終
年
有
何
樂 

 

假
使
城
に
在
る
時
も
、
終
年
何
の
楽
有
ら
ん
。 

 

体
力
は
ま
だ
完
全
に
衰
え
て
い
な
い
、
下
僕
も
馬
も
ま
だ
多
少
元
気
が
あ
る
。
加
え
て
山
水
の
景
色
は
な
か
な
か
趣
が
あ
り
、
心

か
ら
楽
し
ん
で
い
る
の
で
寂
し
く
な
い
。
藤
の
蔓
を
引
っ
張
り
、
霧
の
か
か
っ
て
い
る
峰
に
登
り
、
岩
を
踏
み
、
雲
の
中
の
谷
を
通

る
。
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
が
夕
方
ま
で
鳴
き
続
け
、
洞
窟
の
花
は
秋
に
な
っ
て
も
散
る
こ
と
が
な
い
。 

篭
を
提
げ
、
盃
の
用
意
も
あ
り
、
景
色
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
に
来
る
と
足
を
止
め
る
。
泉
の
そ
ば
で
休
憩
し
、
茶
を
数
杯
飲
み
、

山
風
に
当
た
る
の
で
、
酒
で
一
服
す
る
。
一
人
で
詩
を
吟
じ
、
一
人
で
高
い
声
を
出
し
て
叫
ぶ
。
こ
の
楽
し
み
方
は
な
か
な
か
悪
く

は
な
い
。
も
し
ず
っ
と
町
の
中
に
居
れ
ば
、
一
年
中
何
の
楽
し
み
が
あ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
詩
の
中
の
飲
茶
は
ほ
か
の
も
の
と
異
な
り
、
野
点
て
で
あ
る
。
詩
人
は
き
れ
い
な
山
水
風
景
を
求
め
、
山
の
深
い
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。

泉
の
そ
ば
で
休
憩
を
と
り
、
泉
の
水
で
茶
を
沸
か
す
。
出
来
上
が
る
と
茶
を
一
気
に
数
杯
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
自
分
の
住
居
に
い
る
時
の
「
一

碗
茶
」
と
比
べ
れ
ば
、
飲
茶
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
違
い
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
場
所
が
幽
寂
で
仙
境
の
よ
う
な
山
の
中
に
い
る
こ
と
。
も

う
一
つ
は
体
力
が
ま
だ
完
全
に
衰
え
て
い
な
い
と
は
い
え
、
か
な
り
き
つ
い
山
道
を
歩
い
た
後
で
あ
る
こ
と
。
こ
う
い
う
時
は
思
わ
ず
数
杯
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も
飲
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
た
。
茶
は
数
杯
に
な
っ
て
い
た
が
、
皎
然
の
よ
う
に
悟
り
あ
る
い
は
「
昇
仙
」
の
境
地
を
求

め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。 

 

「
一
碗
茶
」（
或
は
文
字
が
違
っ
て
も
同
義
語
）
は
白
居
易
の
茶
詩
の
な
か
で
す
っ
か
り
熟
語
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
以
下

の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

（
１
）「
一
碗
茶
」
は
読
書
・
詩
作
と
対
し
て
書
か
れ
る
場
合
、
読
書
・
詩
作
と
同
じ
く
一
人
の
士
大
夫
と
し
て
修
養
に
努
め
、
理
性
を
持
っ

て
思
索
す
る
時
間
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。 

（
２
）「
一
碗
茶
」
は
飲
酒
や
睡
眠
、
食
事
の
あ
と
の
快
適
な
生
活
習
慣
と
生
理
的
な
満
足
感
の
大
事
な
要
素
と
し
て
登
場
す
る
。「
一
碗

茶
」
を
「
七
碗
茶
」
に
な
る
ま
で
重
ね
な
い
こ
と
に
意
味
が
あ
り
、
白
居
易
は
飲
茶
に
よ
っ
て
、
皎
然
や
盧
仝
の
よ
う
に
、
完
全
に

俗
世
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

二
、
邸
宅
で
の
飲
茶 

 

飲
茶
の
性
質
と
特
徴
を
見
つ
め
る
た
め
、
飲
茶
の
主
体
（
詩
人
や
僧
侶
な
ど
）
や
状
態
、
手
順
な
ど
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も

ち
ろ
ん
飲
茶
の
場
所
も
大
事
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
初
唐
か
ら
白
居
易
の
生
き
た
中
唐
ま
で
茶

詩
は
二
百
首
を
数
え
ら
れ
る
。
し
か
し
白
居
易
の
詩
を
除
け
ば
、
茶
詩
に
見
ら
れ
る
飲
茶
活
動
の
場
所
は
、
ほ
と
ん
ど
寺
、
野
外
、
隠
居
あ

る
い
は
左
遷
先
の
棲
み
処
な
ど
で
あ
る
。
普
通
の
邸
宅
で
の
飲
茶
は
わ
ず
か
数
首
し
か
存
在
し
な
い
。
例
え
ば
、
女
性
詩
人
鮑
君
徽
の
「
東

亭
茶
宴
」（
『
全
』
七
）
は
宮
中
の
庭
園
で
の
飲
茶
で
あ
り
、「
惜
花
吟
」（『
全
』
七
）
は
閨
房
で
の
飲
茶
で
あ
る
。
晩
唐
飲
茶
の
場
面
は
少
し
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バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
た
が
、
飲
茶
は
静
寂
な
環
境
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
世
俗
か
ら
離
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
自
体
は
変
わ
ら
な
い
。 

白
居
易
と
同
時
代
の
詩
人
で
、
比
較
的
に
多
く
の
茶
詩
が
残
っ
て
い
る
人
は
賈
島
、
張
籍
、
姚
合
で
あ
る
。
白
居
易
の
飲
茶
場
所
と
の
違
い

を
説
明
す
る
た
め
、
姚
合
の
茶
詩
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。 

 
（
１
）
姚
合
の
場
合 

 

姚
合
は
白
居
易
よ
り
五
歳
若
く
、
白
居
易
よ
り
三
年
早
く
亡
く
な
っ
て
い
る
。
官
位
は
武
功
県
主
簿
か
ら
監
察
御
史
、
杭
州
刺
史
、
秘
書

監
な
ど
に
つ
い
て
い
た
。
賈
島
と
の
交
遊
が
あ
り
、
詩
風
も
近
い
こ
と
か
ら
、
姚
賈
と
称
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
姚
合
は
白
居
易
と
も
直
接

の
交
遊
が
あ
り
、
二
人
の
贈
答
詩
や
和
詩
が
残
っ
て
い
る
。
姚
合
の
詩
の
題
材
は
範
囲
が
狭
く
、
平
淡
で
日
常
性
の
あ
る
詩
風
は
白
居
易
と

共
通
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

姚
合
の
茶
詩
は
全
部
で
十
二
首
あ
る
（
賈
島
は
十
二
首
、
張
籍
は
九
首
）。
白
居
易
の
茶
詩
の
数
よ
り
格
段
に
少
な
く
、
内
容
は
大
ま
か
に

三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
①
寺
の
僧
侶
の
暮
ら
し
を
描
く
詩
。
②
山
中
に
隠
居
す
る
友
人
、
あ
る
い
は
山
中
に
赴
く
友
人
に
贈
る
詩
。
③
自
宅

で
は
な
い
野
外
や
園
林
で
の
煎
茶
。
そ
れ
ぞ
れ
一
首
ず
つ
選
ん
で
論
述
し
た
い
。 

ま
ず
、
僧
の
暮
ら
し
を
描
く
詩
と
し
て
「
寄
元
緒
上
人
（
元
緒
上
人
に
届
け
る
）」
。（『
全
』
四
九
七
）
を
挙
げ
よ
う
。 

 

石
窗
紫
蘚
墻
、
此
世
此
清
涼 

 

石
窓 

紫
蘚
の
墻
、
此
の
世
に
此
の
清
涼 

研
露
題
詩
潔
、
消
冰
煮
茗
香 

 

露
を
研
し
て 

詩
を
題
す
る
こ
と
潔
く
、
氷
を
消
し
茗
を
煮
て
香
る 

閑
雲
春
影
薄
、
孤
磬
夜
聲
長 

 

閑
雲 

春
影
薄
く
、
孤
磬 

夜
声
長
し 

(

７) 
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何
計
休
為
吏
、
從
師
老
草
堂 

 

何
の
計
か 

休
し
て
吏
と
為
り
、
師
に
従
い
て
草
堂
に
老
い
ん 

 

石
の
窓
や
苔
の
あ
る
壁
、
こ
の
世
の
中
に
こ
れ
ほ
ど
の
静
け
さ
。
露
で
墨
を
す
り
清
ら
か
な
詩
を
書
き
、
氷
を
融
か
し
て
香
り
の

い
い
茶
を
煎
じ
る
。
雲
は
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、
春
の
光
も
薄
く
、
磬
の
音
が
静
か
な
夜
に
長
く
響
く
。
ど
う
す
れ
ば
官
職
か
ら
解
放

さ
れ
て
、
師
に
従
い
、
老
い
る
ま
で
こ
の
草
堂
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。 

 

元
緒
上
人
の
住
居
環
境
と
暮
ら
し
ぶ
り
に
対
し
て
の
憧
れ
を
描
い
て
い
る
。「
紫
蘚
」
や
「
閑
雲
」、「
孤
磬
」
は
静
か
な
世
界
と
悠
長
な
時
間

の
流
れ
を
表
わ
す
。「
露
」
と
「
氷
」
は
清
ら
か
さ
を
強
調
し
、
俗
塵
の
な
い
幽
寂
な
環
境
を
褒
め
称
え
る
。
茶
禅
一
味
と
い
う
考
え
方
か
ら
、

当
時
の
僧
に
贈
る
詩
は
、
茶
を
煎
じ
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
設
定
で
あ
っ
た
。 

次
は
隠
居
暮
ら
し
の
友
人
に
贈
る
詩
「
宿
友
人
山
居
（
友
人
の
山
居
に
泊
ま
る
）」
を
挙
げ
る
（
『
文
苑
英
華
』
巻
二
一
七
）
。 

 

偶
向
山
中
覓
紫
芝 

 

偶
ゝ 

山
中
に
紫
芝
を
覓
む 

山
人
勾
引
住
多
時 
 

山
人
に
勾
引
せ
ら
れ
て
住
む
こ
と
多
時 

摘
花
浸
酒
春
愁
盡 

 

花
を
摘
み
て
酒
に
浸
し 

春
愁
尽
く 

燒
竹
煎
茶
夜
臥
遲 

 

竹
を
焼
き
茶
を
煎
じ 

夜
臥
遅
し 

泉
落
林
梢
多
碎
滴 

 

泉 

林
梢
に
落
ち
て 

砕
滴
多
し 

松
生
澗
底
足
旁
枝 

 

松 

澗
底
に
生
じ 

旁
枝
足
る 

明
朝
卻
欲
歸
城
市 

 

明
朝
却
り
て
欲
す 

城
市
に
帰
ら
ん
と 

(

８) 



中国学志 遯号 

[18] 
 

問
我
回
期
自
不
知 

 

我
れ
に
回
期
を
問
う
も 

自
ら
知
ら
ず 

 

た
ま
た
ま
山
の
中
に
仙
薬
を
採
り
に
来
た
ら
、
山
中
に
住
ん
で
い
る
友
人
に
引
き
留
め
ら
れ
何
日
も
逗
留
し
て
い
る
。
花
び
ら
を

摘
み
酒
に
浸
け
（
そ
れ
を
飲
め
ば
）
春
の
憂
い
も
消
え
、
乾
い
た
竹
を
薪
に
し
て
茶
を
煎
じ
、（
飲
み
な
が
ら
語
ら
い
）
夜
床
に
つ
く

の
が
遅
く
な
る
。 

泉
の
水
が
（
上
か
ら
）
落
ち
て
林
の
梢
で
散
っ
て
水
滴
に
な
り
、
谷
の
底
に
生
え
て
い
る
松
の
樹
の
枝
は
多
い
。
明
日
朝
い
よ
い

よ
町
に
帰
ろ
う
と
思
い
、
次
に
来
る
予
定
を
聞
か
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
と
答
え
た
。 

 山
中
に
隠
居
し
て
い
る
友
人
の
家
に
滞
在
し
て
、
そ
の
自
然
環
境
を
愛
で
て
い
る
。
崖
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
滝
が
落
ち
、
深
い
谷
の
石
の
下

か
ら
鬱
々
と
し
た
松
林
が
生
え
て
い
る
。
勿
論
、
野
の
花
や
キ
ク
ラ
ゲ
な
ど
の
山
菜
、
竹
林
も
随
所
に
見
ら
れ
、
ま
る
で
桃
源
郷
の
よ
う
だ
。

こ
ん
な
仙
境
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
春
の
花
の
香
り
す
る
酒
を
飲
み
、
竹
を
燃
や
し
て
茶
を
煎
じ
る
。
夜
は
な
か
な
か
床
に
就
き
た
く
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
茶
を
何
杯
も
賞
味
し
て
、
す
っ
か
り
眠
く
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
詩
を
贈
る
相
手
の
隠
居
生
活

を
褒
め
称
え
、
俗
世
か
ら
遠
く
離
れ
る
飲
茶
を
描
写
し
て
い
る
。 

最
後
に
姚
合
自
身
の
野
外
で
の
飲
茶
風
景
を
詠
う
詩
「
杏
溪
十
首 

杏
水
」（『
全
』
四
九
九
）
を
紹
介
す
る
。 

 

不
與
江
水
接
、
自
出
林
中
央 

 

江
水
と
接
せ
ず
、

自
お
の
ず
か

ら
林
中
央
よ
り
出
で 

穿
花
復
遠
水
、
一
山
聞
杏
香 

 

花
を
穿
ち
て
復
た
遠
水
、
一
山 

杏
香
を
聞
く 

我
來
持
茗
甌
、
日
屢
此
來
嘗 

 

我
れ
来
た
る
に
茗
甌
を
持
ち
、
日
に
屢
ゝ
此
に
来
た
り
て
嘗
む 
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大
き
い
川
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
林
の
中
か
ら
自
然
と
渓
流
と
し
て
流
れ
出
て
い
る
。
杏
の
花
が
咲
き
乱
れ
る

林
を
く
ぐ
り
ぬ
け
さ
ら
に
遠
く
へ
、
杏
の
花
の
香
り
は
山
の
至
る
所
に
漂
う
。
わ
た
し
は
茶
と
茶
碗
を
持
参
し
、
日
頃
た
び
た
び
こ

こ
で
（
茶
と
渓
流
の
水
）
を
味
わ
う
。 

 

野
外
で
渓
流
の
水
で
煎
茶
す
る
風
流
を
詠
じ
て
い
る
。「
杏
花
水
」
は
詩
の
中
で
春
の
美
し
い
野
外
景
色
を
形
容
す
る
言
葉
で
あ
り
、
こ
こ

で
は
「
杏
花
香
」
も
加
え
ら
れ
、
渓
流
の
水
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
重
層
的
に
美
化
し
て
い
る
。 

以
上
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
三
首
の
飲
茶
場
所
は
隠
居
し
て
い
る
友
人
の
棲
み
処
や
親
交
の
あ
る
僧
侶
の
僧
房
、
季
節
の
移
り
変
わ
る
表

情
が
美
し
い
野
外
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
所
は
姚
合
が
わ
ざ
わ
ざ
選
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
飲
茶
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
く
合
う
舞
台
で

あ
り
、
普
通
の
も
の
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
戴
叔
倫
の
「
與
友
人
過
山
寺
」（『
全
』
二
七
三
）、
韋
応
物
の
「
簡
寂
觀
西
澗
瀑
布
下
作
」

（『
全
』
一
九
二
）、
孟
郊
の
「
題
韋
承
總
吳
王
故
城
下
幽
居
」（
『
全
』
三
七
六
）、
劉
禹
錫
の
「
西
山
蘭
若
試
茶
歌
」（『
全
』
三
五
六
）、
賈

島
の
「
雨
中
懷
友
人
」（
『
全
』
五
七
二
）
温
庭
筠
の
「
西
陵
道
士
茶
歌
」（『
全
』
五
七
七
）
な
ど
が
あ
る
。 

 

（
２
）
白
居
易
の
邸
宅
で
の
飲
茶 

 

白
居
易
の
茶
詩
は
約
七
十
首
あ
り
、
そ
の
中
で
飲
茶
す
る
場
所
に
言
及
し
た
も
の
、
或
は
推
測
で
き
る
も
の
は
五
十
首
を
超
え
る
。
こ
の

五
十
余
り
の
中
で
、
自
分
の
住
居
と
し
て
の
官
邸
或
は
自
分
の
家
が
飲
茶
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
の
が
四
十
四
首
も
あ
る
。
こ
れ
は
白
居
易

茶
詩
の
一
番
大
き
い
特
徴
で
あ
る
。 

ど
う
い
う
場
所
で
ど
う
い
う
状
態
で
飲
茶
す
る
か
を
見
れ
ば
、
そ
の
目
的
や
内
容
、
性
質
も
見
え
て
く
る
。
白
居
易
の
茶
詩
に
あ
る
飲
茶
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場
所
の
ほ
と
ん
ど
は
私
的
空
間
で
あ
る
自
宅
で
あ
る
こ
と
を
分
析
す
れ
ば
、
飲
茶
は
白
居
易
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
行
為

で
あ
る
か
は
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。 

白
居
易
の
飲
茶
詩
は
ほ
と
ん
ど
が
江
州
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
た
あ
と
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
白
居
易
が
江
州
に
滞
在
し
た
時
期

の
茶
と
の
関
わ
り
方
か
ら
み
て
み
よ
う
。 

元
和
十
二
年
、
白
居
易
は
江
州
に
来
て
か
ら
二
年
後
、
廬
山
に
草
堂
を
建
て
た
。
住
居
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
白
居
易
が
自
ら
選
ん

だ
理
想
的
な
場
所
で
あ
る
。「
香
爐
峰
下
新
置
草
堂
即
事
詠
懷
題
於
石
上
（
香
爐
峰
の
麓
に
新
た
に
草
堂
を
建
て
て
、
思
う
こ
と
を
石
に
記
す
）」

〔
〇
三
〇
三
〕
と
い
う
詩
に
よ
る
と
そ
こ
は
次
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
。 

 

香
爐
峯
北
面
、
遺
愛
寺
西
偏 

 
香
爐
峯
の
北
面
、
遺
愛
寺
の
西
偏
。 

白
石
何
鑿
鑿
、
清
流
亦
潺
潺 

 

白
石
何
ぞ
鑿
鑿
た
る
、
清
流
亦
潺
潺
た
り
。 

有
松
數
十
株
、
有
竹
千
余
竿 
 

松
有
り
数
十
株
、
竹
有
り
千
餘
竿
。 

（
中
略
） 

如
獲
終
老
地
、
忽
乎
不
知
還 

 

終
老
の
地
を
獲
た
る
が
如
く
、
忽
乎
と
し
て
還
る
を
知
ら
ず
。 

架
巌
結
茅
宇
、
斫
壑
開
茶
園 

 

巌
に
架
し
て
茅
宇
を
結
び
、
壑
を
斲
り
て
茶
園
を
開
く
。 

何
以
洗
我
耳
、
屋
頭
落
飛
泉 

 

何
を
以
て
か
我
が
耳
を
洗
ふ
、
屋
頭
に
落
泉
飛
ぶ
。 

何
以
净
我
眼
、
砌
下
生
白
蓮 

 

何
を
以
て
か
我
が
眼
を
洗
ふ
、
砌
下
に
白
蓮
生
ず
。 

（
後
略
） 

香
爐
峰
の
北
側
、
遺
愛
寺
の
西
の
外
れ
。
白
い
石
は
実
に
鮮
や
か
、
澄
ん
だ
渓
流
は
さ
ら
さ
ら
と
。
松
の
樹
は
数
十
本
あ
り
、
竹



白居易茶詩にある文人茶のスタイルと中国の飲茶文化 

——邸宅での「一碗茶」から見えるもの—— 

[21] 
 

林
の
竹
も
千
に
あ
ま
り
ほ
ど
あ
る
。
…
… 

終
の
棲
家
を
得
た
か
の
よ
う
に
、
徘
徊
し
て
帰
る
こ
と
を
忘
れ
る
。
岩
に
立
て
掛
け
て
草
葺
き
の
小
屋
を
作
り
、
谷
を
切
り
開
い

て
茶
園
を
作
る
。 

耳
を
清
め
る
も
の
は
屋
根
の
上
か
ら
飛
び
散
る
滝
の
水
、
目
を
洗
っ
て
く
れ
る
の
は
み
ぎ
り
に
あ
る
白
い
蓮
の
花
…
… 

 

建
て
た
草
堂
は
幽
遠
な
自
然
環
境
に
あ
り
、
白
い
岩
や
渓
流
、
松
の
樹
、
竹
林
、
滝
、
池
の
蓮
の
花
な
ど
が
清
ら
か
で
俗
塵
の
な
い
世
界

を
作
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
草
堂
と
い
う
建
物
も
安
住
、
享
楽
の
た
め
で
は
な
く
、
俗
界
か
ら
離
れ
る
た
め
の
住
居
で
あ
り
、
隠
居
の
棲
み

処
に
な
る
場
所
で
あ
る
。
詩
人
は
こ
こ
で
茶
園
を
作
り
、
自
ら
茶
摘
み
し
て
煎
茶
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
場
所
で
の
飲
茶
は
（
も

し
詩
の
中
で
そ
の
描
写
が
あ
れ
ば
）
前
文
で
挙
げ
た
姚
合
た
ち
の
茶
詩
の
飲
茶
と
同
じ
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
だ
ろ
う
。 

続
け
て
廬
山
草
堂
に
関
し
て
の
詩
を
も
う
一
首
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
「
重
題
（
二
）」〔
〇
九
七
七
〕
で
あ
る
。 

 

長
松
樹
下
小
溪
頭 

 

長
松
樹
下
小
渓
の
頭 

斑
鹿
胎
巾
白
布
裘 
 

斑
鹿
胎
の
巾
白
布
裘 

藥
圃
茶
園
為
產
業 

 

薬
圃
茶
園
産
業
と
為
し 

野
麋
林
鶴
是
交
游 

 

野
麋
林
鶴
是
れ
交
遊 

雲
生
澗
戶
衣
裳
濕 

 

雲
は
澗
戸
に
生
じ
て
衣
裳
潤
ひ 

嵐
隱
山
廚
火
燭
幽 

 

嵐
は
山
厨
を
隠
し
て
火
燭
幽
な
り 

最
愛
一
泉
新
引
得 

 

最
も
愛
す
一
泉
新
に
引
き
得
て 
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清
冷
屈
曲
遶
階
流 

 

清
冷
屈
曲
廻
り
て
流
る
る
を 

 

年
月
の
あ
る
松
の
樹
の
下
、
渓
流
の
ほ
と
り
、
い
つ
も
斑
鹿
胎
の
頭
巾
に
白
い
布
の
服
。
薬
や
茶
畑
の
世
話
を
仕
事
と
し
、
野
生

の
シ
カ
や
鶴
交
遊
の
相
手
に
し
て
い
る
。 

雲
が
湧
く
谷
の
家
で
は
服
が
湿
り
、
山
の
嵐
の
中
の
台
所
は
、
蝋
燭
の
光
も
弱
弱
し
い
。
も
っ
と
も
気
に
入
っ
て
い
る
の
が
新
し

く
引
い
て
き
た
泉
の
清
流
、
水
が
冷
た
く
ぐ
ね
ぐ
ね
と
階
の
下
を
廻
る
。 

 

前
文
の
草
堂
詩
と
同
じ
様
に
、
や
は
り
松
の
樹
や
泉
、
渓
流
が
景
色
の
中
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
鹿
や
鶴
な
ど
の
野
生
の
生
き
物
の
姿
も

加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
環
境
の
中
で
、
野
人
の
身
な
り
で
野
生
の
鹿
や
鶴
と
戯
れ
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
も
う
自
然
と
完
全
に
一
体
化

し
、
隠
居
生
活
を
送
っ
て
い
る
山
人
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
点

は
、
茶
と
の
付
き
合
い
方
で
あ
る
。
上
掲
の
姚
合
達
の
飲
茶
詩
に
は
、
静
か
で
清
ら
か
な
自
然
環
境
の
中
で
煎
茶
に
興
じ
る
詩
人
た
ち
の
姿

が
あ
っ
た
。
飲
茶
の
描
写
に
よ
っ
て
、
飲
茶
詩
は
俗
界
を
超
越
す
る
孤
高
な
詩
人
た
ち
の
志
を
描
い
て
い
て
き
た
。
し
か
し
、
白
居
易
の
二

首
の
草
堂
詩
は
違
っ
て
い
る
。
草
堂
は
隠
居
の
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
飲
茶
す
る
情
景
は
な
い
。
白
居
易
は
そ
こ
で
茶

園
を
切
り
開
き
、
薬
畑
も
作
り
、
毎
日
い
そ
い
そ
と
そ
れ
ら
を
栽
培
す
る
の
み
で
あ
る
。
飲
茶
の
描
写
が
な
か
っ
た
理
由
を
考
え
る
と
、
次

の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

一
つ
は
草
堂
を
建
て
た
の
が
左
遷
に
よ
る
タ
メ
ー
ジ
と
傷
を
癒
す
た
め
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
白
居
易
に
は
、
草
堂
に
隠
居
し
、
俗
界
と

の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
り
、
飲
茶
に
よ
っ
て
草
堂
を
完
全
に
茶
禅
一
味
の
世
界
に
す
る
つ
も
り
は
も
と
も
と
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

後
に
形
成
さ
れ
て
い
く
白
居
易
の
「
中
隠
」
思
想
に
直
結
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 
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も
う
一
つ
は
飲
茶
の
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
り
、
快
適
で
優
雅
さ
が
備
わ
っ
て
い
る
住
居
で
の
茶
の
楽
し
み
方
を
飲
茶
の
新
し
い
側
面

と
し
て
茶
詩
に
表
現
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
白
居
易
の
飲
茶
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
後
の
白
居
易
の
飲
茶
詩
に
よ
っ
て
立
証
さ

れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
白
居
易
の
こ
の
時
期
の
茶
詩
に
つ
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
或
吟
詩
一
章
、
或
飲
茶
一
甌
」
と

い
う
形
の
詩
句
が
主
張
す
る
生
き
方
で
あ
る
。
こ
の
点
は
五
首
の
例
を
前
章
で
す
べ
て
示
し
た
が
、
こ
こ
で
は
住
居
の
中
で
、
日
常
生
活
の

一
部
と
し
て
の
読
書
と
飲
茶
を
描
く
詩
「
詠
意
（
気
持
ち
を
詠
う
）
」
〔
○
二
九
八
〕
全
体
を
挙
げ
て
み
る
。 

 

常
聞
南
華
經
、
巧
勞
智
憂
愁 

 

常
て
聞
く
南
華
の
経
、
巧
は
労
し
智
は
憂
愁
す 

不
如
無
能
者
、
飽
食
但
遨
游 

 
如
か
ず
無
能
の
者
、
飽
食
し
て
但
だ
遨
游
す
る
に 

平
生
愛
慕
道
、
今
日
近
此
流 

 

生
平
道
を
愛
慕
し
、
今
日
此
の
流
に
近
し 

自
來
潯
陽
郡
、
四
序
忽
已
周 
 

潯
陽
郡
に
来
た
り
て
自
り
、
四
序
忽
ち
已
に
周
る 

不
分
物
黑
白
、
但
與
時
沉
浮 

 

分
か
た
ず
物
の
黒
白
、
但
だ
時
と
沈
浮
す 

朝
餐
夕
安
寢
、
用
是
為
身
謀 

 

朝
に
餐
ら
い
夕
に
安
寢
し
、
是
を
用
て
身
の
為
に
謀
る 

此
外
即
閑
放
、
時
尋
山
水
幽 

 

此
の
外
は
即
ち
閑
放
、
時
に
山
水
の
幽
を
尋
ぬ 

春
游
慧
遠
寺
、
秋
上
庾
公
樓 

 

春
は
慧
遠
の
寺
に
游
び
、
秋
は
庾
公
が
楼
に
上
る 

或
吟
詩
一
章
、
或
飲
茶
一
甌 

 

或
い
は
詩
一
章
を
吟
じ
、
或
い
は
茶
一
甌
を
飲
む 

（
ま
た
は
「
或
い
は
吟
ず
詩
一
章
、
或
い
は
飲
む
茶
一
甌
」） 

身
心
一
無
系
、
浩
浩
如
虛
舟 

 

身
心
一
も
系
が
る
る
無
く
、
浩
浩
と
し
て
虚
舟
の
如
し 
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富
貴
亦
有
苦
、
苦
在
心
危
憂 

 

富
貴
も
亦
た
苦
有
り
、
苦
は
心
の
危
憂
に
在
り 

貧
賤
亦
有
樂
、
樂
在
身
自
由 

 

貧
賎
も
亦
た
楽
有
り
、
楽
は
身
の
自
由
に
在
り 

 
南
華
経
の
説
法
を
よ
く
聞
く
が
、
よ
く
働
く
者
と
智
慧
の
あ
る
者
は
憂
い
が
多
い
。
無
能
で
あ
る
方
が
ま
だ
ま
し
で
あ
り
、
飽
食

し
て
た
だ
遊
び
歩
く
だ
け
で
い
い
。
普
段
か
ら
道
教
へ
の
憧
れ
が
あ
り
、
今
は
や
っ
と
そ
れ
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
潯
陽
郡
に

着
任
し
て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
四
季
が
一
周
入
れ
替
わ
っ
た
。 

物
事
の
白
黒
を
分
別
せ
ず
に
、
た
だ
時
に
身
を
任
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
朝
は
起
き
て
食
事
し
、
夜
は
ぐ
っ
す
り
眠
る
、
こ
れ
は

す
べ
て
健
康
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
自
由
自
在
に
行
動
し
、
時
々
景
色
の
き
れ
い
な
と
こ
ろ
を
散
策
す
る
。
春
は
慧
遠
寺
へ

出
か
け
、
秋
は
庾
公
楼
に
登
る
。 

或
い
は
詩
を
一
首
吟
じ
、
或
い
は
茶
を
一
杯
味
わ
う
。
身
体
も
心
も
束
縛
す
る
も
の
が
な
く
、
広
々
と
し
て
何
に
も
載
せ
て
な
い

舟
の
よ
う
だ
。
富
や
身
分
が
あ
っ
て
も
困
る
時
が
あ
り
、
ず
っ
と
明
日
の
こ
と
を
心
配
す
る
の
が
大
変
だ
。
反
し
て
貧
し
く
身
分
も

低
い
人
々
に
も
楽
し
さ
が
あ
り
、
そ
れ
は
自
由
を
満
喫
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

元
和
十
年
、
白
居
易
は
江
州
に
貶
謫
さ
れ
、
そ
の
地
で
一
年
を
過
ご
し
た
後
こ
の
詩
を
書
い
た
。
一
生
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
い
挫
折
を

経
験
し
、
彼
は
毎
日
の
食
事
や
睡
眠
、
自
然
山
水
の
散
策
、
古
跡
名
所
の
見
学
な
ど
を
淡
々
と
こ
な
し
な
が
ら
現
実
と
向
き
合
う
よ
う
に
努

め
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
生
平
愛
慕
道
、
今
日
近
此
流
。」
の
句
で
あ
る
。
俗
界
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
道
教
や
仏
教
の
考
え
方
に
対
し

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
上
、「
身
心
無
一
系
、
浩
浩
如
虛
舟
」
と
煩
悩
や
不
安
か
ら
解
放
さ
れ
、
時
々
読
書
し
、
ま
た
時
々

飲
茶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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類
似
の
表
現
は
「
重
題
（
そ
の
三
）
」〔
〇
九
七
九
〕
の
結
句
「
心
泰
身
寧
是
歸
処
、
故
鄉
可
獨
在
長
安
（
心
が
穏
や
か
で
身
も
安
全
で
あ

る
場
所
に
帰
る
べ
き
、
故
郷
は
長
安
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
）
」
に
も
あ
っ
た
。「（
故
郷
独
り
長
安
に
在
る
の
み
な
る
可
け
ん
や
）
と

い
う
の
は
、
故
郷
の
最
た
る
も
の
は
長
安
だ
と
い
う
意
識
を
前
提
に
し
た
表
現
で
す
。」
と
下
定
雅
弘
氏
が
断
定
す
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
長

安
に
帰
れ
な
い
ス
ト
レ
ス
を
抑
え
、「
心
泰
身
寧
」
の
状
態
を
維
持
す
る
に
は
、
や
は
り
読
書
と
飲
茶
が
必
要
で
あ
る
。
読
書
は
孟
子
の
所
謂

「
独
善
」
で
あ
り
、
個
人
の
修
養
や
精
進
に
努
め
る
行
為
で
あ
る
。
そ
し
て
、
飲
茶
は
当
時
の
脱
俗
、
幽
寂
の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
き
「
同
流

合
汚
」（
世
俗
に
同
化
す
る
）
へ
の
拒
絶
を
示
し
、
現
実
と
距
離
を
置
く
が
、
隠
居
は
し
な
い
意
思
を
発
信
す
る
。
飲
茶
を
読
書
と
同
時
に
詠

う
茶
詩
は
白
居
易
の
も
の
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
。
偶
に
あ
る
も
の
は
「
搗
茶
書
院
靜
，
講
易
藥
堂
春
（
静
か
な
書
院
で
茶
を
搗
く
音
が
響

き
、
春
の
薬
堂
で
易
を
談
ず
る
）
」
（「
贈
李
太
守
」
于
鵠
『
全
』
三
一
〇
）
や
「
讀
易
分
高
燭
，
煎
茶
取
折
冰
（
高
燭
を
分
け
て
易
を
読
み
、

折
っ
た
つ
ら
ら
を
取
り
煎
茶
に
使
う
）」（「
山
中
寒
夜
呈
進
士
許
棠
」
曹
松
『
全
』
七
一
六
）
な
ど
の
隠
棲
生
活
基
調
の
飲
茶
と
「
読
易
」
で

あ
る
。
白
居
易
だ
け
は
「
或
い
は
…
、
或
い
は
…
。」
の
句
を
好
ん
で
使
い
、
自
ら
の
立
場
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
飲
茶
の
場
所

は
野
外
や
隠
居
の
場
所
で
は
な
く
、
日
常
生
活
し
て
い
る
住
居
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

元
和
十
五
年
、
白
居
易
は
朝
廷
復
帰
を
果
た
し
、
長
安
や
洛
陽
で
安
住
で
き
る
邸
宅
を
手
に
入
れ
た
。
白
居
易
が
自
宅
で
飲
茶
す
る
生
活

を
茶
詩
に
し
、
一
番
沢
山
書
い
た
時
期
で
あ
つ
た
。
こ
の
時
期
の
白
居
易
の
茶
の
捉
え
方
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。 

そ
れ
を
説
明
す
る
前
に
、
当
時
の
茶
の
参
考
資
料
と
し
て
ま
ず
白
居
易
の
生
涯
の
友
、
元
稹
の
茶
詩
を
紹
介
す
る
。
元
稹
は
六
首
の
茶
詩

を
残
し
て
お
り
、
お
も
に
自
然
風
景
を
詠
う
送
別
詩
で
あ
る
。
そ
の
中
で
形
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
面
白
い
も
の
を
一
首
と
り
あ
げ
て
み
る
。

タ
イ
ト
ル
は
「
茶 

一
字
至
七
字
詩 

（
以
題
為
韻
同
王
起
諸
公
送
白
居
易
分
司
東
都
作
）（
茶
・
一
字
か
ら
七
字
ま
で
の
詩
。
題
の
茶
の
韻

を
用
い
て
王
起
諸
公
と
一
緒
に
白
居
易
が
分
司
東
都
と
し
て
赴
任
す
る
の
に
贈
る
）」（
『
全
』
四
二
三
）
で
あ
る
。 

 

(

９)
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茶 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
   

 
  
 

香
葉
、
嫩
芽 

 
 
  

  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
   

 
 

慕
詩
客
、
愛
僧
家 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
   

碾
雕
白
玉
、
羅
織
紅
紗 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
 

銚
煎
黃
蕊
色
、
碗
轉
麴
塵
花 

 
 
  
  
  
  

 
  
  
 
  
  
  
  

夜
後
邀
陪
明
月
、
晨
前
命
對
朝
霞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

洗
盡
古
今
人
不
倦
、
將
知
醉
後
豈
敢
誇 

 

お
茶
は
葉
が
香
り
、
芽
も
柔
ら
か
い
。
詩
人
た
ち
に
憧
れ
、
僧
侶
た
ち
を
愛
す
る
。
茶
を
白
玉
で
薬
研
で
挽
き
、
ま
た
絹
の
ふ
る

い
に
か
け
る
。
釜
の
中
で
黄
緑
色
の
茶
の
粉
末
を
煎
じ
、
茶
碗
に
入
れ
る
と
、
黄
色
い
泡
沫
が
グ
ル
グ
ル
廻
る
。 

夜
の
明
月
を
眺
め
る
時
飲
み
、
朝
起
き
て
や
は
り
ま
ず
茶
を
入
れ
る
。
い
に
し
え
か
ら
人
々
の
疲
れ
を
洗
い
流
し
、
酒
酔
い
の
後
、

お
茶
の
世
話
に
な
ら
な
い
な
ん
て
言
え
な
い
。 

 

変
わ
っ
た
茶
詩
と
い
う
の
は
ま
ず
形
が
面
白
い
。
一
字
か
ら
七
字
ま
で
重
ね
て
い
く
書
き
方
で
、
形
は
塔
の
形
と
同
じ
よ
う
に
な
る
と
こ

ろ
か
ら
、「
宝
塔
詩
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
二
句
ず
つ
の
対
句
も
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
に
挙
例
し
た
茶
詩
と
異
な
り
、

美
辞
麗
句
で
書
か
れ
て
い
る
茶
詩
で
あ
る
。
ま
ず
は
茶
の
葉
の
香
り
と
季
節
感
、
そ
れ
か
ら
茶
の
風
流
を
愛
す
る
人
、
茶
道
具
の
華
美
さ
、

茶
の
湯
の
美
し
さ
、
茶
の
あ
る
優
雅
な
日
常
風
景
、
最
後
に
生
活
に
欠
か
せ
な
い
茶
の
効
用
と
い
う
内
容
で
、
詩
句
の
文
字
数
が
少
し
ず
つ

長
く
な
っ
て
い
く
。
美
辞
麗
句
で
綴
ら
れ
て
い
る
茶
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
心
と
茶
の
一
味
・
一
体
を
求
め
る
「
禅
茶
」
と
完
全
に
異
な
る
茶
の
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も
う
ひ
と
つ
の
顔
で
あ
る
。
当
時
は
と
く
に
宮
中
や
身
分
の
高
い
貴
族
、
官
僚
の
間
に
華
美
で
贅
沢
な
飲
茶
ブ
ー
ム
も
あ
っ
た
。 

こ
の
元
稹
の
茶
詩
と
は
対
照
的
に
、
白
居
易
の
飲
茶
は
邸
宅
と
い
う
私
的
空
間
の
中
で
日
々
の
日
常
生
活
に
密
着
す
る
も
の
で
あ
る
。
前

文
の
寝
起
き
や
酒
後
の
「
一
碗
茶
」
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
飲
茶
シ
ー
ン
が
白
居
易
の
茶
詩
に
は
描
か
れ
て
い
る
。 

見
舞
い
の
友
人
と
茶
を
飲
み
な
が
ら
歓
談
し
、
詩
を
吟
じ
る
「
病
假
中
龐
少
尹
携
魚
酒
相
過
（
病
休
の
時
龐
少
尹
は
魚
と
酒
を
携
え
見
舞
い

に
来
た
）」〔
二
六
四
三
〕
を
見
よ
う
。 

 

宦
情
牢
落
年
將
暮 

 
宦
情
牢
落
と
し
て
年
将
に
暮
れ
ん
と
す 

病
假
聯
綿
日
漸
深 

 

病
假
聯
綿
と
し
て
日
漸
く
深
し 

被
老
相
催
雖
白
首 

 

老
い
に
相
催
さ
れ
て
白
首
な
り
と
雖
も 

與
春
無
分
未
甘
心 

 

春
と
分
な
く
し
て
未
だ
甘
心
せ
ず 

閑
停
茶
椀
從
容
語 

 

閑
に
茶
碗
を
停
め
て
従
容
と
し
て
語
り 

醉
把
花
枝
取
次
吟 

 

酔
う
て
花
枝
を
把
り
て
取
次
に
吟
ず 

勞
動
故
人
龐
閣
老 
 

労
働
す
故
人
龐
閣
老 

提
魚
携
酒
遠
相
尋 

 

魚
を
提
げ
酒
を
携
へ
て
遠
く
相
尋
ぬ
る
を 

 

病
気
で
休
み
が
続
く
日
々
は
長
く
な
っ
た
。
老
い
に
追
わ
れ
て
頭
が
白
く
な
っ
た
と
は
言
え
、
も
う
春
が
来
る
こ
と
と
関
係
な
い

な
ん
て
思
い
た
く
な
い
。 

茶
を
飲
む
の
を
止
め
て
、
ゆ
っ
た
り
と
語
り
合
い
、
ほ
ろ
酔
い
な
が
ら
花
の
枝
を
手
に
取
っ
て
順
番
に
詩
を
吟
じ
る
。
古
い
友
人
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龐
閣
老
に
面
倒
を
か
け
、
魚
や
酒
を
携
え
て
見
舞
い
に
来
て
も
ら
っ
た
。 

 
年
を
取
り
、
や
る
気
も
あ
ん
ま
り
な
い
の
で
、
長
い
病
休
を
と
っ
て
い
る
が
、
春
を
楽
し
む
気
持
ち
は
ま
だ
誰
に
も
負
け
て
い
な
い
。
古

い
友
人
と
酒
を
飲
み
、
語
ら
い
、
ま
た
茶
を
飲
み
、
詩
を
吟
じ
る
。
春
を
優
雅
に
楽
し
む
情
景
に
は
、
茶
が
友
情
や
酒
、
詩
と
同
じ
く
欠
か

せ
な
い
要
素
に
な
っ
て
い
る
。 

ユ
ニ
ー
ク
な
場
所
で
の
飲
茶
を
描
い
た
の
は
次
の
「
池
上
逐
涼
二
首
（
池
の
上
で
涼
む
）（
二
）」〔
三
二
六
五
〕
で
あ
る
。 

 

窗
間
睡
足
休
高
枕 

 

窓
間
睡
足
り
て
高
枕
を
休
め 

水
畔
閑
來
上
小
船 

 

水
畔
閑
に
来
た
り
て
小
船
に
上
が
る 

棹
遣
禿
頭
奴
子
撥 

 

棹
は
禿
頭
の
奴
子
を
し
て
撥
せ
し
め 

茶
教
纖
手
侍
兒
煎 

 

茶
は
繊
手
の
侍
児
を
し
て
煎
せ
し
む 

門
前
便
是
紅
塵
地 

 

門
前
は
便
ち
是
れ
紅
塵
の
地 

林
外
無
非
赤
日
天 
 

林
外
は
赤
日
の
天
に
非
ざ
る
無
し 

誰
信
好
風
清
簞
上 

 

誰
か
信
ぜ
ん
好
風
清
簞
の
上 

更
無
一
事
但
翛
然 

 

更
に
一
事
無
く
し
て
但
翛
然 

 

窓
の
開
い
た
部
屋
で
た
っ
ぷ
り
寝
て
枕
か
ら
離
れ
、
す
る
こ
と
も
な
く
池
の
畔
で
小
舟
に
乗
っ
た
。
舟
を
漕
ぐ
の
は
毛
の
少
な
い

下
僕
に
任
せ
、
茶
を
煎
じ
る
の
は
指
の
細
い
侍
女
に
や
ら
せ
る
。 
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家
か
ら
出
れ
ば
喧
騒
の
世
界
、
林
の
外
は
炎
天
下
。
水
の
澄
ん
だ
こ
の
池
の
上
に
と
て
も
い
い
風
が
吹
き
、
何
に
も
す
る
こ
と
は

な
く
ず
っ
と
ボ
ー
っ
と
し
て
い
ら
れ
る
。 

 

昼
寝
の
後
は
ま
た
時
間
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
。
舟
に
乗
り
、
涼
し
い
風
の
中
で
茶
が
出
来
上
が
る
の
を
待
つ
だ
け
。
快
適
な
夏
の
昼
下
が
り

が
絵
の
よ
う
に
目
の
前
に
浮
か
ぶ
。
川
の
旅
の
舟
で
煎
茶
す
る
こ
と
は
時
々
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
邸
宅
の
庭
の
池
で
舟
を
浮
か
べ
、
さ

ら
に
煎
茶
道
具
を
一
式
持
ち
込
み
茶
を
点
て
る
こ
と
は
、
白
居
易
以
外
に
誰
か
が
行
う
だ
ろ
う
か
。「
履
道
新
居
二
十
韻
」〔
二
三
七
九
〕
の

中
に
、
や
は
り
池
の
上
の
小
舟
で
茶
を
点
て
る
情
景
を
描
く
詩
句
「
移
榻
臨
平
岸
、
携
茶
上
小
舟
（
寝
床
を
岸
の
平
ら
な
と
こ
ろ
に
移
し
、

茶
を
携
え
て
小
舟
に
乗
る
）」
が
見
ら
れ
る
。
小
舟
の
上
で
茶
を
点
て
る
の
は
白
居
易
に
と
っ
て
日
常
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
わ
か
る
。 

次
の
詩
「
酬
夢
得
秋
夕
不
寐
見
寄
（
劉
夢
得
が
送
っ
て
く
れ
た
秋
の
夜
に
眠
ら
な
い
詩
に
返
す
）
」〔
二
七
〇
三
〕
は
茶
を
煎
じ
て
も
ら
う

シ
ー
ン
を
詠
じ
て
い
る
。 

 

碧
簞
絳
紗
帳
、
夜
涼
風
景
清 

 

碧
簞
絳
紗
の
帳
、
夜
涼
し
う
し
て
風
景
清
し
。 

病
聞
和
薬
気
、
渇
聴
碾
茶
聲 

 

病
ん
で
薬
を
和
す
る
気
を
聞
き
、
渇
し
て
茶
を
伝
す
る
声
を
聴
く 

露
竹
偷
燈
影
、
煙
松
護
明
月 

 

露
竹
は
燈
影
を
偸
み
、
煙
松
は
月
明
を
護
る
。 

何
言
千
里
隔
、
秋
思
一
時
生 

 

何
ぞ
言
は
ん
千
里
隔
た
る
と
、
秋
思
は
一
時
に
生
ず
。 

 

青
い
席
に
蚊
帳
が
降
ろ
さ
れ
、
夜
は
涼
し
く
景
色
も
清
々
し
い
。
病
に
か
か
り
、
薬
を
煎
じ
る
に
お
い
が
漂
い
、
喉
が
渇
い
て
茶

餅
を
挽
く
音
を
聴
き
な
が
ら
茶
を
待
つ
。 
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露
の
か
か
る
竹
林
は
ひ
っ
そ
り
と
燈
火
の
影
に
潜
み
、
霧
の
中
松
の
樹
の
上
に
明
月
が
夜
空
に
昇
っ
て
い
る
。
わ
た
し
と
あ
な
た

の
間
に
千
里
の
距
離
も
あ
る
な
ん
て
言
わ
な
い
で
欲
し
い
、
同
じ
秋
の
夜
に
同
じ
思
い
で
い
る
か
ら 

 

秋
の
夜
に
飲
茶
す
る
様
子
を
書
い
た
詩
で
あ
る
。
き
れ
い
な
月
と
清
々
し
い
風
の
あ
る
秋
だ
が
、
病
で
寝
床
に
伏
し
、
嗅
觉
と
聴
覚
薬
の

匂
い
や
茶
を
挽
く
音
を
感
じ
て
い
る
。
白
居
易
は
茶
を
飲
む
前
に
、「
渇
」
と
い
う
字
を
よ
く
茶
詩
の
中
で
多
用
す
る
。
例
え
ば
、「
病
來
肺

渴
覺
茶
香
」、「
渴
飲
毗
陵
遠
到
茶
」
、「
酒
渴
春
深
一
碗
茶
」
な
ど
で
、
茶
は
「
渇
」
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
日
常
性
を
持
た
さ
れ
、

よ
り
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

以
上
、
長
安
や
洛
陽
の
邸
宅
で
の
飲
茶
を
詠
う
茶
詩
を
紹
介
し
た
。
白
居
易
の
詩
の
日
常
性
は
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
飲
茶
詩
の
日

常
性
は
茶
詩
の
進
化
に
於
い
て
も
茶
文
化
の
発
展
に
於
い
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

三
、
ま
と
め 

  

茶
詩
が
書
か
れ
始
め
た
の
は
白
居
易
が
生
ま
れ
る
前
数
十
年
と
い
う
短
い
時
間
だ
が
、
飲
茶
が
す
で
に
仏
教
や
道
教
な
ど
か
ら
の
影
響
に

よ
っ
て
隠
居
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
お
り
、
清
ら
か
な
雰
囲
気
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
白
居
易
の
茶
詩
に
描
か
れ
て
い
る
飲
茶
は

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
そ
の
斬
新
な
側
面
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一
つ
め
は
白
居
易
は
「
或
吟
詩
一
章
、
或
飲
茶
一
甌
。」
の
語
句
を
使
い
、
初
め
て
読
書
・
詩
作
を
飲
茶
に
並
列
さ
せ
た
。
読
書
・
詩
作
が

士
大
夫
の
日
常
の
一
部
で
あ
り
、
白
居
易
は
士
大
夫
で
あ
り
な
が
ら
茶
の
清
ら
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
身
を
守
り
、
俗
世
に
同
化
さ
れ
な

い
こ
と
の
意
思
表
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
左
遷
先
の
地
江
州
で
作
っ
た
茶
詩
の
中
で
決
ま
っ
た
表
現
と
し
て
何
度
も
見
受
け
ら
れ
た
。 

(

10) 
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二
つ
め
は
「
一
碗
茶
」
の
多
用
で
あ
る
。
睡
眠
や
食
事
、
飲
酒
と
共
に
「
一
碗
茶
」
は
登
場
す
る
。「
一
碗
茶
」
は
盧
仝
の
「
七
碗
茶
」
と

は
対
照
的
で
、
俗
界
の
超
越
や
俗
界
と
の
対
立
を
避
け
、
凡
人
と
し
て
心
身
共
に
茶
の
美
し
さ
と
美
味
し
さ
を
享
受
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

三
つ
め
は
住
居
で
の
飲
茶
で
あ
る
。
自
分
の
邸
宅
と
い
う
私
的
空
間
は
飲
茶
の
日
常
性
を
決
め
、
そ
の
日
常
性
を
背
景
と
し
て
飲
茶
は
い

ろ
ん
な
行
為
、
例
え
ば
睡
眠
や
飲
酒
、
花
見
、
月
見
、
友
人
と
の
付
き
合
い
を
よ
り
円
満
な
状
態
に
保
ち
、
白
居
易
の
生
活
を
優
雅
で
心
が

穏
や
か
な
も
の
に
し
た
。 

以
上
を
要
す
る
に
、「
一
碗
茶
」
の
飲
茶
ス
タ
イ
ル
は
白
居
易
の
「
独
善
」「
中
隠
」
思
想
の
表
れ
で
あ
り
、
邸
宅
で
の
飲
茶
を
描
く
日
常

性
の
あ
る
茶
詩
は
飲
茶
の
社
会
的
、
文
化
的
な
イ
メ
ー
ジ
（
禅
、
昇
仙
、
隠
棲
な
ど
）
を
塗
り
替
え
、
飲
茶
に
よ
り
広
い
発
展
空
間
を
提
供

し
た
。
そ
れ
以
後
の
飲
茶
は
特
殊
な
環
境
で
決
ま
っ
た
形
式
を
持
ち
、
ス
ト
イ
ッ
ク
な
世
界
を
究
め
る
（
日
本
の
「
茶
道
」
の
よ
う
に
）
こ

と
な
く
、
よ
り
普
遍
性
、
社
会
性
の
あ
る
文
化
と
し
て
詩
の
中
で
、
多
様
に
詠
わ
れ
続
け
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
の
飲
茶
文
化
の
源
流
と
礎

に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
に
果
た
し
た
白
居
易
茶
詩
の
功
績
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。 

  

［
注
］ 

（
１
）
「
飲
茶
」
は
喫
茶
の
意
味
で
中
国
語
の
詩
文
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
。 

（
２
）
『
中
国
学
志
』
咸
号
（
三
十
一
号
、
大
阪
市
立
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
一
六
年
）、
一-

十
八
頁
。 

（
３
）
本
稿
に
あ
る
白
居
易
詩
原
文
は
す
べ
て
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
に
よ
る
。
訓
読
は
佐
久
節
訳
註
『
白
楽
天
全
詩
集
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、 

一
九
八
九
年
）
に
よ
る
。 

（
４
）
本
稿
に
あ
る
白
居
易
詩
の
番
号
は
花
房
英
樹
氏
が
定
め
た
番
号
に
よ
る
。 
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（
５
）
白
居
易
詩
の
現
代
語
訳
は
川
合
康
三
氏
の
『
白
楽
天
詩
選
』
を
参
考
に
し
た
。 

（
６
）
『
白
居
易
研
究
・
閑
適
の
詩
想
』、
一
五
〇
頁
。 

（
７
）
『
白
居
易
の
幸
福
世
界
』「
第
六
章  

白
居
易
へ
の
共
鳴 

―
姚
合
の
詩
―
」
。 

（
８
）
こ
の
詩
は
『
全
唐
詩
』
巻
四
九
六
で
は
「
送
別
友
人
」
の
題
で
、
本
文
も
若
干
異
同
が
あ
る
。
内
容
か
ら
『
文
苑
英
華
』
の
題
を
取
り
、
本
文
も
こ
れ

に
従
う
。 

（
９
）
『
白
楽
天
の
愉
悦
―
生
き
る
叡
智
の
輝
き
』
、
七
一
頁
。 

（
10
）
「
或
飲
一
甌
茗
、
或
吟
兩
句
詩
。
」（
「
首
夏
病
間
」
）、
「
或
吟
詩
一
章
、
或
飲
茶
一
甌
。
」
（「
詠
意
」）
、「
起
嘗
一
甌
茗
、
行
讀
一
卷
書
。
」
（「
官
舎
」）

な
ど
。 

  

［
参
考
文
献
］ 

布
目
潮
渢
『
緑
芽
十
片
―
―
歴
史
に
み
る
中
国
の
喫
茶
文
化
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
） 

趙
方
任 

『
唐
宋
茶
詩
輯
注
』
（
シ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
開
発
、
二
〇
〇
四
年
） 

埋
田
重
夫
『
白
居
易
研
究
・
閑
適
の
詩
想
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
） 

下
定
雅
弘
『
白
楽
天
の
愉
悦
―
―
生
き
る
叡
智
の
輝
き
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年
） 

中
木
愛 

『
白
居
易
の
幸
福
世
界
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
） 

川
合
康
三
『
白
楽
天
―
―
官
と
隠
の
は
ざ
ま
で
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
〇
年
） 

趙
方
任 

『
茶
詩
に
見
え
る
中
国
茶
文
化
の
変
遷
』
（
シ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
開
発
、
二
〇
〇
四
年
） 

朱
自
振
編
『
中
國
茶
葉
歷
史
資
料
選
輯
』
（
北
京
農
業
出
版
社
、
一
九
八
一
年
） 


	33-v1
	09133151-33-v1



